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予備試験の受験・合格状況及び予備試験合格者の司法試験受験・合格状況

【全体の動き】

① 大学在学中合格組（いわゆる最短合格組）関係〔黄色〕

〔予備試験動向〕

・大学在学中に予備試験を受験する者は，一定程度増加

Ｈ２３年 ９５１人：Ａ

→ Ｈ２４年 １２２３人：Ｎ

→ Ｈ２５年 １７０８人：ａ

・大学在学中に予備試験に合格する者も，一定程度増加

Ｈ２３年 ２９人：Ａ

→ Ｈ２４年 ４４人：Ｎ

→ Ｈ２５年 ５３人：ａ

〔司法試験動向〕

・大学在学中に司法試験に合格する者（いわゆる最短合格組）は増加せず

一桁台が続いており，今後もこの最短合格組が大きく増加することはない

のではないかと見込まれる

Ｈ２４年 ９人：ア → Ｈ２５年 ５人：セ（減少）

（Ｈ２５年予備試験で最短合格の可能性のある者は，４人：ｂ＋ｃ）

② 法科大学院在学中合格組（途中抜けの可能性あり）〔ベージュ，緑〕

〔予備試験動向〕

・法科大学院在学中に予備試験を受験する者は大幅に増加

Ｈ２３年 １７０人：Ｆ （＋最大３１３人（Ｅの２８５＋Ｉの２８※１））

→ Ｈ２４年 ５０８人：Ｓ （＋最大４８１人（Ｒの４３４＋Ｖの４７※１））

→ Ｈ２５年 １４２６人： f （＋最大８３９人（ｅの７６８＋ｉの７１※１））

・法科大学院在学中に予備試験に合格する者も増加

Ｈ２３年 ６人：Ｆ （＋最大１０人（Ｅの１０＋Ｉの０ ※１））

→ Ｈ２４年 ６０人：Ｓ （＋最大２６人（Ｒの２５＋Ｖの１ ※１））

→ Ｈ２５年 １６１人： f （＋最大５７人（ｅの５４＋ｉの３ ※１））

ただし，Ｈ２５年法科大学院在学中予備試験受験者１４２６人（ｆ）

のうち，１１５６人（ｈ）が法科大学院３年での受験（合格者は１５７人）。

これらの者は，予備試験に合格しても，通常司法試験受験時には法科大学

院を修了し，そのほとんどは法科大学院修了の資格で司法試験を受験してい

る（ス，ハ）ため，受験資格としての意味はない。

→法科大学院生が，予備試験を模擬試験的に利用していると推測される。

※１ 大学４年生で予備試験の出願をした者（Ｅ，Ｒ，ｅ）及び法科大学
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院３年で予備試験の出願をした者（Ｉ，Ｖ，ｉ）も，法科大学院在学

中に予備試験を受験する者に含まれる可能性がある。

まず，大学４年生で予備試験の出願をした者（Ｅ，Ｒ，ｅ）につい

ては，予備試験受験時に法科大学院に入学している可能性がある。

この点については，翌年の司法試験受験状況からすると，その多く

が法科大学院に入学しているのではないかと推測される。（例えば，

平成２４年予備試験のＴを見ると，法科大学院２年で予備試験に合格

した者は６人となっているが，右にスライドして，平成２５年司法試

験のトを見ると出願者３２人となっている。これは，左側Ｈ２４年予

備試験のＲの欄の大学４年で予備試験に出願し，合格した２５人の多

くが予備試験受験時には法科大学院に入学しているものと推測される。）

また，法科大学院３年で予備試験の出願をした者（Ｉ，Ｖ，ｉ）に

ついては，留年して法科大学院に残っている可能性がある。

〔司法試験動向〕

・法科大学院在学中に予備試験合格の資格で司法試験を受験する者は増加

Ｈ２４年 ７人：オ（＋最大１８人：エ ※２）

→ Ｈ２５年 ３１人：ツ（＋最大３７人：チ ※２）

※２ 大学４年生で司法試験の出願をした者（エ，チ）については，司

法試験受験時に法科大学院に入学している可能性がある。

ただ，どの程度が法科大学院に入学しているかは，現時点では把

握できておらず，推測の材料もない。（今後，可能な限り調査）

・法科大学院在学中に司法試験に合格して中退の可能性がある者は増加

Ｈ２４年 最大２５人：エ，オ，ク（赤字）

→ Ｈ２５年 最大６９人：チ，ツ，ナ（赤字）

そのうち

法科大学院１年又は２年で司法試験に合格して中退の可能性がある者

Ｈ２４年 最大１８人（エの１７人＋カの１人）

→ Ｈ２５年 最大３６人（チの３６人＋テの０人）

法科大学院３年で司法試験に合格して中退の可能性がある者 ※３

Ｈ２４年 最大 ７人（キの５人＋クの２人）

→ Ｈ２５年 最大３３人（トの２９人＋ナの４人）

※３ 法科大学院３年生で司法試験に合格した場合，９月の合格発表

後，１１月下旬の司法修習開始までに中退する可能性がある。

【参考】

平成２４年司法試験を予備試験合格の資格で受験し合格した５８人（シ）の

うち，平成２４年１１月から開始された第６６期司法修習生となった者は，４０人。
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（表の見方）

・ 主に大学在学中と法科大学院在学中の者について，予備試験の受験・合格

状況と，予備試験に合格した者の司法試験受験・合格状況を学年別に整理し

たもの。

・ 前提として，予備試験を経由して司法試験を受験する場合，予備試験合格

の翌年以降に司法試験を受験することになる。

Ａ３の表の上の段は，左側がＨ２３年予備試験の受験・合格状況，右側が

Ｈ２３年予備試験に合格した人が通常受験するＨ２４年の司法試験。下の段

は，左側がＨ２４年の予備試験で右側にＨ２５年の司法試験となっている。

Ａ４の表は，Ｈ２５年の予備試験のみの表。

・ 受験者の学年別のデータについて，現在法務省で把握できているのは，予

備試験，司法試験ともに，出願時の自己申告に基づく学年のみ。これがそれ

ぞれ一番左の欄（「予備試験出願時最終学歴」，「司法試験出願時最終学歴」

の欄）となる。

・ 予備試験の出願は毎年１２月～２月頃，司法試験の出願は毎年１１月～１

２月頃，すなわち年度が変わる前なので，実際の受験時の学歴は，出願時の

学年の１つ上と推測され，その推測される状況を「推測される予備試験受験

時の属性」「推測される司法試験受験時の属性」という欄に記載している。

※ 注意点

平成２５年司法試験の受験者には，平成２３年の予備試験合格者も含まれる。

また，出願時の学年というのは，あくまで自己申告にすぎないので，正確で

ない可能性もある。
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